
「
岸
樹
病
」
に
つ
い
て

日
比
野
　
浩
　
信

　
「
喜
撰
式
」
に
真
偽
両
本
の
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
顕
昭
の
「
古

今
集
序
注
」
及
び
、
定
家
の
「
長
歌
短
歌
説
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て

お
り
、
久
曽
神
昇
先
生
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
「
新
撰
和
歌
髄
脳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

が
喜
撰
偽
式
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
細
部
に

つ
い
て
は
な
お
、
再
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

顕
昭
が
「
古
今
集
序
注
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
　

　
　
伍
俊
成
、
範
兼
、
清
輔
等
引
用
之

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
俊
頼
髄
脳
」
「
和
歌
童
蒙
抄
」
「
奥
義
抄
」

等
が
引
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
殊
に
「
奥
義
抄
」
に
お
い
て
「
巳

上
出
喜
撰
式
」
と
明
記
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
日
伝
わ
る
「
喜

撰
式
」
と
同
文
で
は
な
い
。

　
「
新
撰
和
歌
髄
脳
」
の
う
ち
、
「
喜
撰
式
」
と
重
複
す
る
和
歌
四

病
と
和
歌
八
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
病
と
和
歌
八
階
に
よ
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご

ろ
う
こ
と
を
か
つ
て
考
察
し
た
。
そ
の
際
に
は
問
題
と
し
な
か
っ
た

が
、
「
日
本
歌
学
大
系
」
本
に
よ
れ
ば
、
四
病
の
う
ち
、
そ
の
第
一

の
病
が
「
喜
撰
式
」
に
お
い
て
は
「
岩
樹
」
、
「
新
撰
和
歌
髄
脳
」
に

お
い
て
は
「
岸
樹
」
と
さ
れ
て
お
り
、
両
者
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

真
偽
両
「
喜
撰
式
」
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
顕
昭
、
定
家
と
も
、

こ
の
違
い
に
つ
い
て
は
何
の
言
及
も
し
て
い
な
い
。

　
「
岩
」
「
岸
」
の
た
っ
た
一
文
字
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
そ
の
名

称
に
基
づ
い
た
研
究
も
発
表
さ
れ
て
お
り
、
無
視
す
べ
き
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、
未
見
の
伝
本
が
あ
る
な
ど
不
充
分
で
は
あ
る
が
、

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
あ
る
。

　
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
「
岩
樹
病
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
「
岸

樹
病
」
と
あ
る
の
が
正
し
い
と
考
え
た
い
。
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「
喜
撰
式
」
の
諸
写
本

　
「
喜
撰
式
（
和
歌
作
式
）
」
の
諸
本
は
、
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代

の
書
写
に
か
か
る
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
最
善
本
と
す
べ
き
一
本
を

特
に
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
数
本
を
参
照
、

校
訂
し
て
本
文
を
作
成
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
唯
一

の
活
字
本
で
あ
る
、
「
日
本
歌
学
大
系
」
所
収
の
「
喜
撰
式
」
の
本

文
は
、

　
　
右
以
東
京
帝
國
大
學
藏
本
神
宮
文
庫
藏
本
前
田
家
藏
本
竹
柏
園

　
　
藏
本
等
諸
本
校
正
畢

と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
一
本
を
底
本
と
し
て
、
他
の
本
で
校
合
し
た

場
合
に
は

　
　
右
以
…
…
本
書
篤
、
以
…
…
本
校
合
畢

の
よ
う
な
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

東
大
本
、
前
田
家
本
な
ど
に
よ
る
校
訂
本
文
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
い
つ
れ
か
の
本
に
四
病
の
第
一
の
病
を
「
岩
樹
」

と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
管
見
に
入
っ
た
の
は
、
次
の
諸
本
で
あ
る
。

　
　
彰
考
館
蔵
本
（
三
本
）
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
三
本
）
書
陵
部
蔵
本
、

　
　
大
阪
市
立
図
書
館
蔵
本
、
鶴
見
大
学
蔵
本
、
三
手
文
庫
蔵
本
、

　
　
佐
賀
大
学
蔵
本
、
高
山
郷
土
館
蔵
本
、
中
央
大
学
蔵
本
、
久
保

　
　
田
淳
氏
蔵
本
、
岐
阜
市
立
図
書
館
蔵
本
、
ソ
ウ
ル
大
学
蔵
本
、

　
　
神
宮
文
庫
蔵
本
（
四
本
）
、
東
京
大
学
蔵
本

　
　
（
以
上
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
〔
以
下
、

　
　
マ
イ
ク
ロ
と
す
る
〕
に
よ
る
。
）

　
　
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
、
東
京
大
学
蔵
本
、
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本

以
上
、
計
二
十
五
本
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
「
岩
樹
」
と
な
っ
て

い
る
も
の
は
な
く
、
す
べ
て
「
岸
樹
」
と
読
め
る
も
の
ば
か
り
で
あ

る
。　
大
多
数
の
伝
本
に
お
い
て
一
致
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
よ

り
正
し
い
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
が
、
調
査
し
得
た
「
喜

撰
式
」
諸
本
か
ら
は
「
岸
樹
」
を
否
定
す
る
材
料
は
見
当
た
ら
ず
、

且
つ
「
岩
樹
」
を
正
し
い
と
す
る
論
拠
と
な
る
も
の
も
な
い
。

「
日
本
歌
学
大
系
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
四
本
の
内
、
竹
柏
園
本
は

遺
憾
な
が
ら
未
見
で
あ
る
が
、
仮
に
竹
柏
園
本
に
「
岩
樹
」
と
あ
り
、

他
に
も
「
岩
樹
」
と
す
る
伝
本
が
存
し
て
い
た
と
し
て
も
、
岸
と
岩

と
は
字
形
が
全
く
似
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
ど
ち
ら
も
音

が
「
ガ
ン
」
で
あ
る
の
で
一
方
を
書
写
の
際
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

一一

ｼ
の
歌
学
書
の
引
用

管
見
に
入
っ
た
他
の
歌
学
書
の
諸
本
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
新
撰
和
歌
髄
脳
」

　
書
陵
部
蔵
本
（
二
本
）
（
以
上
マ
イ
ク
ロ
）
歌
学
大
系
本

「
俊
頼
髄
脳
」

　
内
閣
文
庫
蔵
本
（
三
本
）
、
書
陵
部
蔵
本
（
二
本
）
彰
考
館
蔵

　
本
（
以
上
マ
イ
ク
ロ
）

　
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
（
四
本
）
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
、
続
々
群

　
書
類
従
本
、
歌
学
文
庫
本
、
歌
学
大
系
本
、
日
本
古
典
文
学
全

　
集
本

「
奥
義
抄
」

　
書
陵
部
蔵
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
二
本
）
、
京
都
女
子
大
学
蔵

　
本
（
以
上
マ
イ
ク
ロ
）

　
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
、
豊
橋
市
立
図

　
書
館
蔵
本
、
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
本
、
慶
安
五
年
版
本
、

　
歌
学
文
庫
本
、
歌
学
大
系
本

「
和
歌
童
蒙
抄
」

　
東
京
教
育
大
学
蔵
本
、
書
陵
部
蔵
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
二
本
）
、

　
刈
谷
図
書
館
蔵
本
（
以
上
マ
イ
ク
ロ
）

　
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
原
装
影
印
版
古
辞
叢
刊
）
、
志
香
須
賀
文

　
庫
蔵
本
、
国
文
註
釈
全
書
本
、
歌
学
大
系
本

「
古
来
風
躰
抄
」

続
群
書
類
従
本
、
歌
学
大
系
本
（
初
撰
本
、
再
撰
本
）
歌
論
集
（
三

　
弥
井
書
店
刊
）
本
、
岩
波
文
庫
本
、
日
本
古
典
文
学
全
集
本
、

　
　
日
本
思
想
大
系
本

　
「
八
雲
御
抄
」

　
　
北
海
道
大
学
蔵
本
、
東
京
教
育
大
学
蔵
本
、
書
陵
部
蔵
本
（
二

　
　
本
）
、
内
閣
文
庫
蔵
本
、
高
松
宮
家
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
本
、
名

　
　
古
屋
大
学
蔵
本
、
和
歌
山
大
学
蔵
本
、
三
手
文
庫
蔵
本
、
祐
徳

　
　
神
社
蔵
本
、
王
立
図
書
館
蔵
本
　
　
（
以
上
マ
イ
ク
ロ
）

　
　
「
校
本
八
雲
御
抄
と
そ
の
研
究
」
所
収
本
、
歌
学
大
系
本
（
第

　
　
三
巻
所
収
本
、
別
巻
四
所
収
本
）

　
「
和
歌
色
葉
」

　
　
書
陵
部
蔵
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
二
本
）
、
島
根
大
学
蔵
本
、

　
　
河
野
信
一
記
念
館
蔵
本
、
熊
本
大
学
蔵
本
　
（
以
上
マ
イ
ク
ロ
）

　
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
（
原
装
影
印
版
古
辞
書
叢
刊
）
、
上
野
本
（
和

　
　
泉
書
院
刊
）
、
歌
学
文
庫
本
、
歌
学
大
系
本

こ
れ
ら
も
す
べ
て
例
外
な
く
「
岸
樹
」
と
し
て
い
る
。

　
中
で
も
「
古
来
風
躰
抄
」
初
撰
本
で
は
、
「
キ
シ
ノ
ウ
ヘ
キ
」
と

の
振
り
仮
名
さ
え
付
さ
れ
て
お
り
、
底
本
と
さ
れ
て
い
る
穂
久
迩
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庫
本
は
、
俊
成
自
筆
本
を
「
触
損
ま
で
精
確
に
影
潟
し
て
あ
」
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
「
新
撰
和
歌
髄
脳
」
の
奥
書
に
は

　
　
難
爲
狼
籍
本
為
備
文
書
如
形
所
書
置
也

と
あ
り
、
一
本
に
は

　
　
皇
太
后
大
夫
難
剖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
本
に
は
貼
紙
に
「
俊
i
卿
筆
」
と
さ
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れ
て
お
り
、
俊
成
の
筆
跡
ま
で
忠
実
に
模
写
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う

　
　
ニ
ハ
ザ

で
あ
り
、
俊
成
筆
本
の
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
に
よ

る
と
、
す
く
な
く
と
も
俊
成
は
「
岸
樹
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
俊
成
が
「
喜
撰
式
」
の
真
式
・
偽
式

の
ど
ち
ら
を
用
い
て
い
た
か
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
も
し
俊
成
が
偽
式
を
用
い
て
い
た
な
ら
ば
、
定
家
に
よ
っ
て
何

ら
か
の
言
及
が
な
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
行

な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
「
和
歌
色
葉
」
は
、
作
者
上
覚
が
、
「
喜
撰
式
」
真
偽
両
式
の
存

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
顕
昭
に
、
批
評
を
請
う
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

も
し
仮
に
偽
式
に
「
岸
樹
」
と
あ
り
、
真
式
で
は
「
岩
樹
」
と
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
顕
昭
が
気
付
か
ぬ
は
ず
も
な
く
、
何
の
疑
問
も

提
示
す
る
こ
と
な
く

　
　
（
前
略
）
扇
喜
撰
之
風
、
追
能
因
之
跡
、
不
堪
感
。
慈
加
一
篇
。

　
　
　
難
波
津
の
そ
こ
の
く
も
り
も
あ
ら
じ
か
し
か
き
あ
つ
め
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

　
　
　
き
よ
き
玉
藻
に

な
ど
と
書
き
添
え
る
こ
と
は
考
え
難
い
。
「
和
歌
色
葉
」
は
真
式
に

拠
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
「
岸
樹
」
と
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
加
え
て
、
偽
式
と
さ
れ
る
「
新
撰
和
歌
髄
脳
」
の
四
病
は
「
喜
撰

式
」
に
拠
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
風
燭
」
「
浪
船
」
「
落
花
」
の

三
つ
の
病
の
名
称
は
そ
の
ま
ま
で
「
岸
樹
（
岩
樹
）
」
の
み
を
改
名

し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
偽
式
に
拠
っ
た
と
み
ら
れ
る
他
の
歌
学
書

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
真
式
に
拠
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ

と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
喜
撰
式
」
真
偽
両
式
と
も
に
、

四
病
の
第
一
の
病
は
「
岸
樹
」
と
さ
れ
て
い
た
、
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。三

　
現
在
の
研
究

　
現
在
の
研
究
に
お
い
て
、
「
岸
樹
（
岩
樹
）
」
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
辞
典
な
ど
の
類
で
は
、
「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
が
「
歌

の
病
」
の
項
に
「
岩
樹
」
と
し
て
あ
げ
て
お
り
、
「
和
歌
大
辞
典
」

は
「
喜
撰
式
」
の
項
に
「
岸
樹
」
と
記
し
て
い
る
。
「
研
究
資
料
日

本
文
学
」
で
は
、
そ
の
「
歌
病
」
と
い
う
記
述
の
な
か
で
「
岩
樹
」

と
し
て
お
り
、
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
所
収
「
歌
論
用
語
（
歌
病

の
項
）
」
及
び
、
「
日
本
歌
学
大
系
」
解
題
で
は
「
岸
樹
」
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
基
本
的
な
参
考
文
献
に
お
い
て
も
「
岩
樹
」
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
何
の
疑
問
も
抱
か
な
け
れ
ば
そ
の

ま
ま
の
記
述
を
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
「
喜
撰
式
」
自
体
の
研
究
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
が
、
福
井
久
蔵
氏
は
「
大
日
本
歌
学
史
」
で
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こ
の
書
に
は
三
十
一
文
字
の
中
に
四
病
が
あ
る
と
立
て
て
あ

　
　
る
。
所
謂
四
病
と
い
ふ
の
は
第
一
岸
樹
、
第
二
風
燭
、
第
三
浪

　
　
舟
、
第
四
落
花
で
あ
る
。
名
の
原
つ
く
と
こ
ろ
は
明
か
で
な
い

　
　
が
、
倒
れ
易
い
と
か
、
消
え
易
い
と
か
、
覆
り
易
い
と
か
、
花

　
　
片
が
散
胤
し
て
醜
い
と
い
う
や
う
な
訣
鮎
に
よ
っ
て
命
じ
た
も

　
　
の
と
思
ふ
。
中
に
岸
樹
は

　
　
　
て
る
日
さ
へ
　
て
ら
す
月
さ
へ

　
　
の
如
く
第
一
句
の
初
字
と
第
二
句
の
初
字
と
同
聲
な
る
を
指
し

　
　
　
　
ハ
　
り

　
　
て
ゐ
る
。

と
さ
れ
、
中
島
光
風
氏
は
「
上
世
歌
学
の
研
究
」
で

　
　
四
病
と
い
ふ
の
は
岸
樹
（
岩
樹
と
も
い
ふ
）
、
風
燭
、
浪
船
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
　
落
花
の
四
を
い
ひ
、
（
後
略
）

と
し
て
お
ら
れ
る
。
小
西
甚
一
氏
は
「
文
鏡
秘
府
論
考
」
の
な
か
に

　
　
　
○
岩
樹
病

　
　
こ
れ
は
「
第
一
句
初
字
興
第
二
句
初
字
同
聲
也
」
と
い
は
れ
る
。

　
　
明
ら
か
に
詩
病
の
平
頭
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
て
る
日
さ
へ
　
て
ら
す
月
さ
へ

　
　
を
學
げ
、
下
に
「
て
興
て
同
聲
也
」
と
注
す
る
。
『
八
雲
御
抄
』

　
　
は
第
一
句
と
第
四
句
と
の
頭
字
が
同
音
な
る
を
平
頭
病
と
し
て

　
　
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
短
歌
に
お
い
て
上
句
と
下
句
と
を
そ
れ
ぞ
れ

　
　
軍
位
と
見
た
故
で
あ
ろ
う
。
『
石
見
女
式
』
や
『
新
撰
和
歌
髄
脳
』

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
は
「
岸
樹
」
に
作
る
。

と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　
最
も
詳
細
な
も
の
は
、
小
沢
正
夫
氏
の
御
研
究
で
あ
る
。
御
著
「
古

代
歌
学
の
形
成
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
『
喜
撰
式
』
は
歌
病
に
つ
い
て

　
　
　
抑
五
七
五
七
七
、
一
文
之
中
予
有
四
病
。

　
と
い
っ
て
、

　
　
岩
樹
　
風
燭
　
浪
船
、
落
花

　
　
の
四
病
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
検
討
し
た
結
果
を
次
に
し

　
　
る
そ
う
。

　
　
　
岩
樹

　
　
　
　
て
る
日
さ
へ
　
て
ら
す
月
さ
へ

　
　
の
よ
う
に
、
第
一
句
の
頭
字
と
第
二
句
の
頭
字
と
が
同
音
に
な

　
　
る
の
を
病
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
岩
樹
」
は
『
岩
見
女
式
』

　
　
と
『
新
撰
和
歌
髄
脳
』
と
に
は
「
岸
樹
」
に
作
っ
て
い
る
が
、

　
　
意
味
は
恐
ら
く
岩
上
（
ま
た
は
岸
上
）
の
樹
木
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
　
そ
れ
が
こ
の
病
の
名
前
に
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
初
句
と
第
二
句

　
　
と
の
「
て
」
と
い
う
音
の
ひ
ど
く
目
立
つ
こ
と
を
岩
上
に
生
え

　
　
た
二
本
の
木
に
た
と
え
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
第

　
　
一
章
第
三
節
で
い
っ
た
よ
う
に
「
岩
の
上
に
根
ざ
す
松
が
枝
」

　
　
の
混
本
歌
か
ら
思
い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
に
し
て

　
　
も
そ
れ
ほ
ど
明
解
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
病
は
一
⊥
ハ

　
　
の
犯
で
あ
る
か
ら
、
「
平
頭
病
」
の
一
半
で
あ
る
「
水
渾
」
に
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ニ
　
ご

　
　
当
る
。

ま
た
、
「
平
安
の
和
歌
と
歌
学
」
に
お
い
て
も

　
　
『
喜
撰
式
』
で
は
『
岩
樹
』
『
風
燭
』
『
浪
船
』
『
落
花
』
と
い

　
　
う
和
歌
四
病
の
名
前
が
優
美
で
い
く
ら
か
難
解
で
は
あ
る
が
、

　
　
大
体
六
朝
後
期
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ

　
　
れ
る
。
（
中
略
）
そ
し
て
『
岩
樹
』
を
除
い
た
他
の
三
つ
の
語
は
、

　
　
優
美
で
あ
る
と
同
時
に
、
無
常
観
的
な
気
分
を
た
だ
よ
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
ハ
　
ニ
ザ

　
　
も
の
で
も
あ
る
。

と
し
て
お
ら
れ
る
。

　
福
井
氏
の
引
用
で
は
「
岸
樹
」
を
、
中
島
氏
の
場
合
も
む
し
ろ
「
岸

樹
」
を
認
め
て
お
ら
れ
、
歌
学
大
系
に
よ
っ
て
「
岩
樹
」
の
名
も
あ

げ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
問
題
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
小
西
氏
、
小
沢
氏
の
御
論
考
で
あ

る
。

四
　
　
「
岩
樹
」
批
判

　
一
・
二
よ
り
、
四
病
の
第
一
の
病
は
「
岸
樹
」
で
あ
り
、
「
岩
樹
」

で
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
日
本
歌
学
大
系
」
に
「
岩
樹
」
と
記
さ
れ
て
い
た
た
め
に
誤
ら

れ
た
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
、
流
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
「
喜
撰

式
」
の
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
も
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
誤
り
の
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
日
本
歌
学
大
系
」
の
解

題
に
は
「
岸
樹
」
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
久
曽
神
先
生
ご
自
身
は

「
岸
樹
」
と
し
て
認
識
し
て
お
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
本
文

作
成
の
段
階
で
「
岩
樹
」
に
改
め
ら
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
し

て
解
題
に
「
岸
樹
」
と
あ
る
以
上
「
岩
樹
」
と
あ
る
伝
本
に
よ
っ
て
、

こ
れ
を
正
し
い
も
の
と
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い

は
、
植
字
な
ど
の
際
の
ミ
ス
で
あ
ろ
う
か
。
判
然
と
し
な
い
。

　
さ
て
、
「
岩
樹
」
を
認
め
て
お
ら
れ
る
二
氏
の
御
論
考
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

　
こ
の
病
が
詩
病
の
「
平
頭
病
」
と
関
連
深
い
こ
と
と
、
「
石
見
女

式
（
小
沢
氏
は
『
岩
見
女
式
』
と
さ
れ
る
）
」
「
新
撰
和
歌
髄
脳
」
で

は
「
岸
樹
」
と
し
て
い
る
、
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
二
氏
に
共
通
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
西
氏
は
こ
の
病
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

取
り
立
て
て
触
れ
て
は
お
ら
れ
な
い
。
小
沢
氏
の
御
論
で
は
次
の
二

点
が
「
岩
樹
」
を
認
め
て
お
ら
れ
る
中
心
的
な
論
拠
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　
①
六
朝
後
期
の
詩
文
に
み
ら
れ
る
こ
と

　
②
「
岩
の
上
に
根
ざ
す
松
が
枝
」
の
混
本
歌
か
ら
思
い
付
い
た
か

　
　
と
思
わ
れ
る
こ
と

①
の
用
例
に
つ
い
て
は
「
大
漢
和
辞
典
」
に
よ
っ
て
お
ら
れ
る
が
、

意
味
は
同
じ
で
あ
る
と
は
い
え
、
「
厳
樹
」
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
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の
「
岩
樹
」
と
し
て
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
大
漢
和
辞
典
」

に
は
「
岸
樹
」
と
い
う
言
葉
も
載
せ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
文

選
索
引
」
な
ど
の
索
引
類
な
ど
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
索
引
・
辞
書
類
に
見
当
た
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

「
岸
樹
」
の
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
決
め
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
用
例
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
四
病
第
一
の
病
と
直

接
に
結
び
付
け
ら
れ
る
も
の
で
も
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
御
推
察
で
あ
ろ
う
が
、
確
か
に
「
喜
撰

式
」
に
は
、

　
　
混
本
歌
　
失
心
人
爲
顯
詠
耳

　
　
　
い
は
の
う
へ
に
ね
ざ
す
松
が
へ
と
思
ひ
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ニ
ニ
へ

　
　
　
あ
さ
が
ほ
の
夕
か
げ
ま
た
ず
う
つ
ろ
へ
る
か
な

と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
が
「
第
一
句
の
初
め
の
字
と
第
二
句
の

初
め
の
字
が
同
じ
」
で
あ
る
と
す
る
四
病
第
一
の
病
に
適
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
点
か
ら
も
こ
れ
を
も
っ
て
「
岩
樹
」
で
あ
る

と
す
る
に
は
疑
問
が
生
じ
る
。

　
で
は
、
内
容
的
に
は
「
岩
の
上
に
根
ざ
す
松
が
枝
」
は
ど
う
い
っ

た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
（
人
の
心
は
）
岩
の
上
に

（
が
っ
し
り
と
）
根
ざ
す
松
の
よ
う
に
（
強
く
信
じ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
と
）
思
っ
て
い
た
の
に
、
朝
顔
が
夕
べ
を
待
つ
こ
と
な
く
萎
ん

で
し
ま
う
（
か
の
）
よ
う
（
に
は
か
な
く
う
つ
ろ
い
や
す
い
も
の
）

で
あ
る
よ
」
と
い
っ
た
意
味
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
朝
顔
の
よ
う
な
は
か
な
さ
を
強
調
す
る
た
め
に
、
岩
の

上
に
生
え
る
松
を
対
比
と
し
て
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
、
岩
の
わ
ず
か

な
隙
間
に
深
く
根
を
食
い
込
ま
せ
、
が
っ
し
り
と
岩
を
抱
え
込
む
よ

う
に
立
つ
松
の
木
は
、
た
く
ま
し
く
強
固
な
も
の
の
例
に
他
な
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
こ
の
歌
に
お
い
て
は
、
強
弱
の
対
照
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
「
岸
樹
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
岸
に
生
え
た
木
の
意
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ
ザ

考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
「
岸
の
姫
松
幾
代
へ
ぬ
ら
む
」

の
よ
う
に
、
何
十
年
も
あ
る
い
は
何
百
年
も
生
き
続
け
て
き
た
も
の

と
感
じ
ら
れ
る
使
わ
れ
方
も
多
い
。
し
か
し
、

　
　
す
み
の
え
の
き
し
の
ま
つ
が
ね
う
ち
さ
ら
し
よ
せ
く
る
な
み
の

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ザ

　
　
お
と
の
さ
や
け
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
葉
集
　
＝
六
三
）

　
　
わ
れ
の
み
や
か
げ
と
は
た
の
む
白
波
も
絶
え
ず
立
ち
よ
る
岸
の

　
　
姫
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貫
之
集
　
二
八
）

な
ど
で
は
、
木
の
根
元
に
波
の
打
ち
寄
せ
る
様
が
詠
ま
れ
て
お
り
、

　
　
く
つ
れ
ゆ
く
き
し
に
お
ひ
た
る
ま
つ
よ
り
も
ね
さ
し
て
あ
や
な

　
　
き
心
ち
こ
そ
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
文
集
　
⊥
ハ
六
）

　
　
世
の
中
を
な
に
に
た
と
へ
ん
水
は
や
み
か
つ
く
つ
れ
ゆ
く
き
し

　
　
の
ひ
め
松
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（
順
集
　
一
二
四
）

な
ど
で
は
、
波
に
浸
食
さ
れ
崩
れ
て
ゆ
く
岸
に
生
え
て
い
る
、
い
つ

倒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
や
も
し
れ
ぬ
松
の
危
う
さ
、
は
か
な
さ
を
詠

み
込
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
岸
樹
」
は
あ
く
ま
で
も
四
病
の
内
の
一
つ
の
名
称
で
あ
り
、
他

の
三
つ
の
病
と
同
じ
観
点
か
ら
命
名
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
福
井
氏
は
た
だ
「
倒
れ
易
い
」
な
ど
の
「
訣
黙
」
か
ら
の
命
名
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
小
沢
氏
は
「
『
岩
樹
』
を
除
い
た
他
の
三
つ

の
語
は
、
優
美
で
あ
る
と
同
時
に
、
無
常
観
的
な
気
分
を
た
だ
よ
わ

せ
た
も
の
で
も
あ
る
。
」
と
記
し
て
お
ら
れ
、
「
岸
樹
」
で
あ
れ
ば
、

四
病
の
す
べ
て
の
名
称
が
、
優
美
で
あ
る
と
共
に
、
無
常
観
的
な
気

分
を
漂
わ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、

　
　
仏
教
的
無
常
思
想
に
興
味
を
抱
い
た
文
人
の
手
す
さ
び
と
し
て

　
　
作
ら
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
う
程
度
に
は
考
え
ら
れ
る
だ

　
　
　
ニ
ハ
ザ

　
　
ろ
う
。

と
い
う
氏
の
御
推
察
を
も
、
多
少
な
り
と
も
体
系
付
け
る
と
と
も
に
、

補
強
し
得
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
　
結
語

四
病
の
第
一
の
病
の
名
称
は
、
「
岸
樹
」
で
あ
っ
て
「
岩
樹
」
で

は
な
か
ろ
う
。

　
「
喜
撰
式
」
諸
写
本
及
び
、
他
の
歌
学
書
か
ら
そ
れ
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
「
岸
樹
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
四
病
の
各
々

の
名
称
を
体
系
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
「
岩

樹
」
と
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
は
「
日
本
歌
学
大
系
」
の
植
字
な
ど
の

際
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
も
し
仮
に
、
「
岩
樹
」

と
す
る
伝
本
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
「
新
撰
和
歌
髄
脳
」
そ
の
他

の
歌
学
書
の
成
立
を
遡
る
平
安
中
後
期
以
前
の
も
の
で
あ
れ
ば
と
も

か
く
、
そ
れ
以
後
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
誤
写
で

あ
る
と
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
「
日
本
歌
学
大
系
」
及
び
、
こ
れ

に
拠
っ
て
「
岩
樹
」
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（一

j
「
文
學
』
（
第
四
巻
第
一
號
、
及
び
第
五
巻
第
六
號
）

（
二
）
「
日
本
歌
学
大
系
」
別
四
、
＝
二
五
頁

（
三
）
『
愛
知
大
学
國
文
學
』
第
三
十
號
「
新
撰
和
歌
髄
脳
に
つ
い
て
」

（
四
）
活
字
本
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
管
見
に
触
れ
た
も
の
に
つ

　
い
て
は
あ
げ
、
ま
た
活
字
本
は
、
同
一
底
本
に
よ
る
も
の
も
そ
の
ま

　
ま
あ
げ
た
。

（
五
）
「
日
本
歌
学
大
系
」
二
解
題

　
　
ま
た
、
平
成
三
年
十
一
月
、
蒲
郡
市
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

　
た
「
藤
原
俊
成
の
古
典
」
に
お
い
て
、
「
古
来
風
躰
抄
」
俊
成
自
筆
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本
お
よ
び
そ
の
転
写
本
で
あ
る
穂
久
迩
文
庫
本
も
展
示
さ
れ
て
お

　
り
、
蝕
損
を
も
精
写
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
同
展
図
録
八
頁
に
カ
ラ
ー
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

　
て
も
確
認
で
き
る
。

（
六
）
「
日
本
歌
学
大
系
」
一
、
解
題

（
七
）
「
日
本
歌
学
大
系
」
三
、
二
六
七
頁

（
八
）
一
一
頁
～
一
二
頁

（
九
）
一
六
七
頁

（一

Z
）
研
究
篇
下
、
八
三
頁

（
＝
）
四
〇
五
頁

（一

�
j
二
＝
頁

（
＝
二
）
「
日
本
歌
学
大
系
」
一
、
二
〇
頁

（一

l
）
「
古
今
和
歌
集
」
九
〇
五

　
　
我
見
て
も
ひ
さ
し
く
成
り
ぬ
住
の
江
の
岸
の
姫
松
い
く
よ
へ
ぬ
ら

　
む

二
五
）

（一

Z
）

以
下
、
和
歌
の
引
用
は

（一

�
j
に
同
じ

「
新
編
国
歌
大
観
」
に
よ
る
。
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蔵
書
の
閲
覧
を
快
諾
下
さ
っ
た
、
久
曽
神
先
生
、
尊
経
閣
文
庫
、
東
京
大

学
図
書
館
、
そ
の
他
諸
機
関
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
学
院
博
士
前
期
課
程
二
年
）


